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―「選ばれ続ける志木市」へ―

令和 8(2026)年 7 月 

志木市



№ 取組事項 取組の概要 担当課

1 シニア同士が日常生活を助け合う
ボランティアネットワークを創設

ご近所の助け合いを大切に。シニア同士が日常生活を助け合うボランティアネットワークを創設します。 長寿応援課

2 ５０歳以上６５歳未満の方に対し、
帯状疱疹ワクチン接種費用を助成

帯状疱疹の発症・重症化を予防。国の制度対象外の５０歳以上６５歳未満の方にも、接種費用を市独自に助成します。 　健康増進センター

3 「チームオレンジ」を推進 「チームオレンジ」を推進。認知症の方も、家族や地域の方とともに自分らしく暮らせる社会を目指します。 長寿応援課

4 口腔機能の低下「オーラルフレイル」を
予防する取組の充実

健康寿命の延伸は、歯の健康から。口腔機能の低下「オーラルフレイル」を予防する取組を充実します。
◎健康政策課
　長寿応援課 

5 ＡＹＡ世代の終末期がん患者の
在宅療養費を支援

がん患者の生活を支援。相談窓口を充実させ、ＡＹＡ世代の終末期がん患者の在宅療養費を支援します。 健康政策課

6 複数の生活上の課題を抱える方の支援を充実 福祉サービスもワンストップで。８０５０やダブルケアなど、複数の生活上の課題を抱える方の支援を充実します。 共生社会推進課

7 志木第四小学校の校庭や体育館を
運動ができる空間として地域にも開放

健康の基礎は、日ごろの運動。義務教育学校の開校後、志木第四小学校の校庭や体育館を運動ができる空間として地域にも開放します。
◎生涯学習課
　学校教育課

8 志木第四小学校に教育サポートセンターの
分室を設置

次代を担うたくましい志木っ子を育成するために。志木第四小学校に教育相談や不登校支援を行う教育サポートセンターの分室を設置し、本市独自
の小中一貫教育を支援します。

◎教育サポートセン
ター

　学校教育課

9 市内全中学校に、校内支援ルームを設置 誰一人取り残さない。市内全中学校に、学校に行きづらい生徒を支援し、自習もできる校内支援ルームを設置します。 学校教育課

10 第３子以降の給食費無償化を継続し、
完全無償化を国・県に働きかける

子育ての経済的負担の軽減へ。第３子以降の給食費無償化を継続し、完全無償化を強く国・県に働きかけます。 学校教育課

11 受験や就職活動中の児童生徒の
インフルエンザワクチン接種費用を助成

受験や就職活動を応援。チャレンジする児童生徒のインフルエンザワクチン接種費用を助成します。 健康増進センター

12 始業前の児童を預けることができる
朝の居場所づくりを推進

子育てと仕事の両立を支援。始業前の児童を預けることができる朝の居場所をつくります。 子ども支援課

13 母子保健アプリを導入 母子保健アプリを導入し、子育て情報をプッシュ型でお届け。予防接種や健診などの情報をタイムリーにお知らせします。 健康増進センター

14 多胎児妊産婦の外出時の
タクシー利用料を助成

ふたごちゃん、みつごちゃんの成長を応援。多胎児妊産婦の外出時のタクシー利用料を助成します。 健康増進センター

15 北美保育園を、
多様なニーズに対応できるようリニューアル

北美保育園をリニューアル。こども誰でも通園制度や医療的ケア児など、多様なニーズに対応します。 保育課

16 志木地区における児童センターの整備を推進 子どもたちがのびのびと活動できる居場所を。志木地区における児童センターの整備を推進します。 子ども支援課

17 かすみ児童公園に
楽しく水遊びができる噴水エリアを設置

子どもの遊び場の充実へ。かすみ児童公園に楽しく水遊びができる噴水エリアを設置します。 都市計画課

Ⅰ.新・しき躍進計画３５ 総括表

１　健康・共生～だれもが健康で暮らせる共生社会をつくる～

２　すくすく子育て～未来を支える次世代を育む～



18 空き店舗を活用し、
「チャレンジショップ」を展開

起業を支援し、市内経済の活性化へ。空き店舗を活用し、起業の第一歩となる「チャレンジショップ」を展開します。 産業観光課

19 ペデストリアンデッキを
ワクワクする空間へとリニューアル

志木駅前をにぎわいあふれる空間へ。ペデストリアンデッキをワクワクする空間へとリニューアルします。
◎道路課

　産業観光課

20 埋蔵文化財保管センターと郷土資料館を
複合化

郷土に誇りを。埋蔵文化財保管センターと郷土資料館を複合化し、歴史を身近に感じられる施設としてリニューアルします。 生涯学習課

21 秋ケ瀬運動場をもっと楽しめる空間に整備 秋ケ瀬運動場をもっと楽しめる空間に。スポーツセンターを建て替え、ドッグランやＢＢＱスペースを整備します。
◎生涯学習課
　都市計画課
　環境推進課

22 市民会館と市民体育館の
新複合施設の整備を推進

文化・スポーツ拠点の再整備へ。市民会館と市民体育館の新複合施設について、令和８年度に事業候補者を選定します。
新複合施設建設推進

室

23 いろは親水公園での新たな目玉イベントや、
１０年ぶりの花火大会を開催

みんなで楽しめる時間と空間を。いろは親水公園での新たな目玉イベントや、１０年ぶりの花火大会を開催します。
◎市民活動推進課

　産業観光課

24 広報しきの配布方法や、
防犯灯の管理方法の見直しを実施

町内会活動を支援。広報しきの配布方法や、防犯灯の管理方法を見直し、町内会の負担軽減を図ります。
◎市民活動推進課

　市政情報課

25 市内の防犯カメラを２００台に増設 「犯罪に強いまち志木」をさらに推進。市内の防犯カメラを２００台に増設します。 市民活動推進課

26
志木ニュータウンの歩道の段差や
根上がりを解消し、
バリアフリー化をさらに推進

歩道を快適に。高齢化の進む志木ニュータウンの歩道の段差や根上がりを解消し、バリアフリー化をさらに進めます。 道路課

a 上下水道管の更新・耐震化を加速 上下水道の安全確保を徹底。上下水道管の更新・耐震化を加速します。
◎水道施設課

　下水道施設課

b 道路の陥没を予防するための
  路面下空洞調査を強化

上下水道の安全確保を徹底。道路の陥没を予防するための路面下空洞調査を強化します。 道路課

28 さらなる内水対策のため、
雨水貯留施設や雨水浸透井戸を設置

館地域、柏町地域の冠水対策を強化。雨水貯留施設や雨水浸透井戸を設置し、さらなる内水対策を講じます。
◎道路課

　下水道施設課

29 荒川第二・三調節池、水谷調節池の
早期整備の国・県への働きかけ

市内の浸水被害抑制へ。荒川第二・三調整池、水谷調整池の早期整備を働きかけます。
◎道路課

　防災危機管理課

30 避難情報を電話により直接伝える
災害時自動架電システムを導入

災害時の情報発信を強化。避難情報を電話により直接伝える災害時自動架電システムを導入します。 防災危機管理課

31 新たに１,３００台の簡易ベッドを整備し、
災害用トイレトラックを導入

避難所の生活環境を向上。新たに１,３００台の簡易ベッドを整備し、災害用トイレトラックを導入します。 防災危機管理課

32
令和７年度の水道基本料金を
６か月間半額とし、
市民や事業者の負担を軽減

物価高騰への対策。令和７年度の水道基本料金を６か月間半額とし、市民や事業者の負担を軽減します。 上下水道総務課

33 朝霞地区４市共用火葬場の整備を推進 高齢多死社会の到来。火葬場利用の増加を見据えて、朝霞地区４市共用火葬場の整備を推進します。
◎政策推進課
　環境推進課

34 ショート動画など、新たな手法で
シティプロモーションを展開

志木市のいいね！を全国へ。ショート動画など、新たな手法でシティプロモーションを展開します。 市政情報課

a 電子申請のオンライン決済を導入 もっと便利な市役所に。電子申請のオンライン決済を導入します。 デジタル推進課

b 手続きが市役所で完結する
  子育てワンストップ窓口を導入

もっと便利な市役所に。手続きが市役所で完結する子育てワンストップ窓口を導入します。
◎子ども支援課

　健康増進センター
　総合窓口課

３　魅力・活性化～まちの魅力を高め、地域を活性化する～

４　快適な暮らし～安全・安心、快適な暮らしを支える～

５　持続可能～持続可能で成長するまちをつくる～

27

35



Ⅱ.新・しき躍進計画３５ 工程表



100%

100%

工程 実施⇒

取組実績

◆コーディネーター（社会福
祉士）を配置し、関係住民団
体や高齢者あんしん相談セン
ター等へヒアリングを行った
うえで実施要綱を制定した。
◆10月より事業を開始し、高
齢者サロン等を訪問し、事業
の周知に努めた。
◆実績：活動者25名、利用者
16名、支援数9件

達成状況 達成

工程 実施⇒

取組実績

◆定期接種とならない５０歳
～６５歳未満への接種費用助
成を行った。

不活化ワクチン：１４回
生ワクチン：１８７回
（令和8年3月末時点）

達成状況 達成

№ 1 担当課 　長寿応援課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

シ
ニ
ア
同
士
が
日
常
生
活
を
助
け
合
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
設

ご近所の助け合いを
大切に。シニア同士
が日常生活を助け合
うボランティアネッ
トワークを創設しま
す。

手助けする高齢者と困りごと
を抱える高齢者のマッチング
により、高齢者同士の助け合
い活動を活発化し、住民互助
と見守りの地域づくりを推進
する。

◇手助けをする高齢者
は介護予防や社会参

加、いきがいづくりに
つながる。

◇手助けを受ける高齢
者は生活の充実や安心

につながる。

◇安心していきいきと
暮らし続けられる地域
づくりを推進すること

ができる。

取組内容

◆実施要綱制定
◆コーディネーター配置
◆関係住民団体、関係機関ヒ
アリング
◆事業周知、実施

.

№ 2 担当課 　健康増進センター

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

５
０
歳
以
上
６
５
歳
未
満
の
方
に
対
し
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
助
成

帯状疱疹の発症・重
症化を予防。国の制
度対象外の５０歳以
上６５歳未満の方に
も、接種費用を市独
自に助成します。

令和６年度から開始した任意
接種費用助成を市独自に継続
することで、働く世代の方の
帯状疱疹の発症・重症化予防
を図る。

◇働き盛りや子育て・
介護世代へのワクチン
助成を行うことによ

り、発症による就労の
中断や家庭への影響を

軽減できる。

◇発症や重症化を防ぐ
ことで、医療費負担の

軽減を図る。

取組内容

◆５０歳から６５歳未満の市
民を対象とした帯状疱疹ワク
チン接種費用の助成

.

達
成

達
成



100%

30～59%

工程 実施⇒

取組実績

◆認知症サポーターを対象と
したステップアップ講座を３
回開催した。
◆チームオレンジを６チーム
立ち上げ、５つの生活圏域す
べてに設置した。
◆１月にキックオフ集会を開
催した。

達成状況 達成

工程 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆いろは健康ポイント事業計測
会においてオーラルフレイルに
係る計測項目を舌圧測定のみか
ら、問診及び舌苔の検査を追加
し、継続参加者のみのであった
検査を新規参加者へも追加実施
した。
◆口腔機能フォローアップ講演
会を新規参加者にも拡充し実施
した。
◆フレイル予防プロジェクトの
一環として、口腔機能の維持改
善の取組を実施した。

達成状況 順調

№ 3 担当課 　長寿応援課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
を
推
進

「チームオレンジ」
を推進。認知症の方
も、家族や地域の方
とともに自分らしく
暮らせる社会を目指
します。

令和７年度に「チームオレン
ジ」を日常生活圏域に１か所
以上設置する。

◇「チームオレンジ」
の設置と取組を増やす
ことにより、認知症の
人との共生社会を推進
し、認知症になっても
自分らしく活躍できる
地域づくりが実現でき

る。

取組内容

◆認知症サポーターを対象と
したステップアップ講座を開
催（チームオレンジの設置要
件）
◆チームオレンジを全圏域に
設置

.

№ 4 担当課 ◎健康政策課　長寿応援課 

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

口
腔
機
能
の
低
下
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
を

予
防
す
る
取
組
の
充
実

健康寿命の延伸は、
歯の健康から。口腔
機能の低下「オーラ
ルフレイル」を予防
する取組を充実しま
す。

いろは健康ポイント事業にお
けるオーラルフレイル事業対
象者を拡充するとともに、加
齢による口腔機能の低下を防
ぎ、生涯噛める口づくりを目
指す。

◇口腔機能の維持・改
善により、誤嚥性肺炎
のリスク軽減や低栄養
を予防し、フレイル状
態にならず自立した日
常生活を送ることがで

きる。

取組内容

◆いろは健康ポイント事業計測
会におけるオーラルフレイルに
係る計測項目の拡充及び対象者
の拡充
◆いろは健康ポイント事業計測
会参加者のうち、口腔機能が低
下している方への口腔機能フォ
ローアップ講演会の対象者拡充
◆フレイル予防プロジェクトの
一環として、口腔機能の維持改
善の取組を実施

◆いろは健康ポイント事業計測
会におけるオーラルフレイルに
係る計測の実施及び対象者の年
齢拡大
◆いろは健康ポイント事業計測
会参加者のうち、口腔機能フォ
ローアップ講演会の対象者の年
齢拡大
◆フレイル予防プロジェクトの
一環として、口腔機能の維持改
善の取組を実施
◆いろは健康ポイント事業の埼
玉県歯科衛生士会との連携開始

達
成



100%

30～59%

工程 実施⇒

取組実績

◆AYA世代の終末期がん患者
の在宅療養費補助金制度を創
設した。
◆市ホームページで広報する
とともに、埼玉県ホームペー
ジにも掲載協力を依頼し、広
く周知を図った。
◆地域がん診療連携拠点病院
で開催される研修会等に参加
し、更なる支援体制の検討を
行った。

達成状況 達成

工程 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆重層的支援体制整備事業の
実施に向け、移行準備事業と
して事例検討を通じた庁内外
の研修会を年３回開催した。

達成状況 順調

№ 5 担当課 　健康政策課 

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
終
末
期
が
ん
患
者
の

在
宅
療
養
費
を
支
援

がん患者の生活を支
援。相談窓口を充実
させ、ＡＹＡ世代の
終末期がん患者の在
宅療養費を支援しま
す。

在宅サービス利用料等の補助
を実施するとともに、庁内関
係課、埼玉県、医療機関及び
在宅サービス提供事業者と連
携・協力し、支援体制の充実
を図る。

◇小児慢性特定疾病医
療費助成制度や介護保
険制度の狭間にある

AYA世代がん患者及び
その家族のニーズに合
わせた支援を充実さ

せ、在宅療養環境の向
上につなげる。

取組内容

◆補助制度の創設
◆庁内関係課との調整
◆埼玉県へ協力依頼
◆医療機関及び在宅サービス
提供事業者と連携

.

№ 6 担当課 　共生社会推進課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

複
数
の
生
活
上
の
課
題
を
抱
え
る
方
の

支
援
を
充
実

福祉サービスもワン
ストップで。８０５
０やダブルケアな
ど、複数の生活上の
課題を抱える方の支
援を充実します。

令和８年度に重層的支援体制
整備事業を実施することで、
包括的な相談支援体制をさら
に充実させる。

◇年齢や支援の体制に
よって途切れることが
ない、制度の狭間をつ
なぐ支援の継続性、分
野横断的な連携を図っ
た包括的な相談支援体
制整備をすることがで

きる。

取組内容

◆重層的支援体制整備事業へ
の移行準備事業の実施
◆庁内連携体制の構築、重層
的支援体制整備に向けた研修
会の実施

◆重層的支援会議を開催し、
重層的支援体制整備事業（多
機関協働事業等）による支援
を実施

達
成



0～29%

30～59%

工程 検討・準備⇒ 検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆学校施設開放事業拡充内容
の検討をした。

達成状況 順調

工程 検討・準備⇒ 検討・準備⇒ 実施⇒

取組実績

◆分室の在り方の検討を行っ
た。（機能、人員配置等）

達成状況 順調

№ 7 担当課 ◎生涯学習課　学校教育課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

志
木
第
四
小
学
校
の
校
庭
や
体
育
館
を

運
動
が
で
き
る
空
間
と
し
て
地
域
に
も
開
放

健康の基礎は、日ご
ろの運動。義務教育
学校の開校後、志木
第四小学校の校庭や
体育館を運動ができ
る空間として地域に
も開放します。

現在の志木第四小学校の校庭
及び体育館を対象とした学校
施設開放事業について、令和
９年度から段階的に拡充し、
市民がスポーツに親しめる機
会を創出する。

◇市民がスポーツに親
しむ機会を創出するこ
とで、身体を動かす習
慣の獲得と健康づくり

につなげる。

取組内容

◆学校施設開放事業拡充内容
の検討

◆学校施設開放事業拡充内容
の検討

◆平日及び土日の学校施設開
放事業拡充の試行

◆平日及び土日の学校施設開
放事業拡充

№ 8 担当課 ◎教育サポートセンター　学校教育課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

志
木
第
四
小
学
校
に
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

分
室
を
設
置

次代を担うたくまし
い志木っ子を育成す
るために。志木第四
小学校に教育相談や
不登校支援を行う教
育サポートセンター
の分室を設置し、本
市独自の小中一貫教
育を支援します。

教育サポートセンター分室の
在り方に関する検討を進め、
令和９年度中に開室する。

◇志木第四小学校に教
育サポートセンター分
室を設置することによ
り、児童生徒とその保
護者及び教職員（特に
志木地区）の利用が促
進され、相談業務や不
登校対策の充実を図る

ことができる。

◇学校・家庭・地域の
連携を教育サポートセ
ンターが支援すること
で、小中一貫教育の充
実を図ることができ

る。

取組内容

◆分室の在り方の検討
（機能、人員配置等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆開室に向けた検討
（人員配置、事務室、備品
等）

◆開室に向けた準備
（人員配置、事務室、備品
等）　
◆開室



100%

0～29%

工程 実施⇒

取組実績

◆教室に入りづらい生徒の居
場所として、学校教育推進員
（不登校対策支援）を配置し
た校内支援ルームを市内全て
の中学校に設置した。
◆校内支援ルームを放課後の
自習室として活用した。

達成状況 達成

工程 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆志木市学校給食費無償化補
助により、第３子以降の児童
180人に対して、給食費の無
償化を実施した。
◆給食費無償化を国・県に要
望し、国の抜本的な負担軽減
施策の実施につなげた。

達成状況 順調

№ 9 担当課 　学校教育課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

市
内
全
中
学
校
に
、
校
内
支
援
ル
ー
ム
を
設
置

誰一人取り残さな
い。市内全中学校
に、学校に行きづら
い生徒を支援し、自
習もできる校内支援
ルームを設置しま
す。

学校教育推進員（不登校対策
支援）を配置した校内支援
ルームを市内全中学校に設置
し、校内支援ルームを放課後
に自習室として活用する。

◇不登校状態が続いて
いる生徒に対して、教
室以外に安心して学べ
る場の一つとして「校
内支援ルーム」への登
校や学習を支援するこ
とで、段階的に学校復
帰に向かっていくため
のきっかけづくりにつ

なげる。

◇すべての生徒にとっ
て、学級以外にも、校
内に安心して学習に取
り組むことのできる場
所があることで、新た
な不登校や不登校の長
期化の未然防止を図

る。

取組内容

◆校内支援ルームの設置と学
校教育推進員（不登校対策支
援）の配置

.

№ 10 担当課 　学校教育課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

第
３
子
以
降
の
給
食
費
無
償
化
を
継
続
し
、

完
全
無
償
化
を
国
・
県
に
働
き
か
け
る

子育ての経済的負担
の軽減へ。第３子以
降の給食費無償化を
継続し、完全無償化
を強く国・県に働き
かけます。

多子世帯の経済的負担を軽減
するため、第３子以降の給食
費を年間を通して継続的に無
償化するとともに、完全無償
化を国・県に働きかけます。

◇多子世帯の経済的負
担を軽減し、子育て環
境のさらなる充実を図

る。

取組内容

◆第３子以降の給食費無償化
◆完全無償化を国・県へ働き
かけ

◆第３子以降の給食費無償化
◆完全無償化を国・県へ働き
かけ

◆第３子以降の給食費無償化
◆完全無償化を国・県へ働き
かけ

◆第３子以降の給食費無償化
◆完全無償化を国・県へ働き
かけ

達
成



30～59%

30～59%

工程 検討・準備⇒ 実施⇒

取組実績

◆助成額の検討や実施に向け
た準備を行った。

達成状況 順調

工程 実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆6月より「志木市朝のこども
の居場所づくりモデル事業」
として、志木小学校の児童を
対象に、いろは遊学館におい
て、7時から8時まで児童の見
守りを開始した。
利用登録者数10人。

◆4月より「志木市朝のこども
の居場所づくりモデル事業」
として、志木小学校の児童を
対象に、いろは遊学館におい
て、7時から8時まで児童の見
守りを実施。

達成状況 順調

№ 11 担当課 　健康増進センター

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

受
験
や
就
職
活
動
中
の
児
童
生
徒
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
助
成

受験や就職活動を応
援。チャレンジする
児童生徒のインフル
エンザワクチン接種
費用を助成します。

秋から冬にかけて流行する季
節性インフルエンザの発症を
予防するため、進学受験を控
えた児童生徒や就職活動中の
生徒に対し、ワクチン接種に
かかる費用を一部助成する。

◇インフルエンザの流
行における感染や重症
化を予防し、受験や就
職活動への影響を最小
限に抑えることで、安
心して進路に望める環

境が整う。

取組内容

◆助成内容の検討 ◆費用助成交付要綱の作成
◆医療機関との調整
◆ワクチン費用助成の実施

№ 12 担当課 　子ども支援課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

始
業
前
の
児
童
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る

朝
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進

子育てと仕事の両立
を支援。始業前の児
童を預けることがで
きる朝の居場所をつ
くります。

志木小学校をモデル校とし
て、小学校始業前の児童の居
場所をつくる。

◇朝のこどもの居場所
を整備することによ

り、保護者が朝早く出
勤する場合でも、子ど
もを家に残すことな

く、安心して仕事に行
くことができるように

なる。

取組内容

◆モデル事業の実施 ◆モデル事業の実施



30～59%

100%

工程 検討・準備⇒ 検討・準備⇒ 実施⇒

取組実績

◆アプリ導入に向けた以下の
検討・準備を行った。
①情報収集
・他自治体の実績確認
・事業者からの説明
②事業内容の検討

達成状況 順調

工程 実施⇒

取組実績

◆該当者に対して個別に事業
案内をし、活用を促した。

助成件数：６件
助成合計額：79,220円

達成状況 達成

№ 13 担当課 　健康増進センター

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

母
子
保
健
ア
プ
リ
を
導
入

母子保健アプリを導
入し、子育て情報を
プッシュ型でお届
け。予防接種や健診
などの情報をタイム
リーにお知らせしま
す。

母子保健情報のデジタル化を
見据え、母子保健アプリを導
入・整備し、切れ目ない子育
て支援につなげる。

◇母子保健アプリの導
入により、子育ての記
録管理や子育て情報の
取得、記録管理が円滑
に行われるため、早期
支援や育児不安の軽減

が期待できる。

取組内容

◆アプリ導入に向けた検討・
準備
◆導入に係る仕様内容の整理

◆アプリ導入に向けた検討・
準備
◆導入に係る仕様内容の整理

◆アプリ業者の選定
◆アプリ導入開始
◆アプリを通して子育て情報
等の配信

№ 14 担当課 　健康増進センター

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

多
胎
児
妊
産
婦
の
外
出
時
の
タ
ク
シ
ー
利
用
料
を
助
成

ふたごちゃん、みつ
ごちゃんの成長を応
援。多胎児妊産婦の
外出時のタクシー利
用料を助成します。

身体的、経済的にも負担が大
きい多胎児や複数の就学前の
子どもを養育しているママに
対し、タクシー費用の助成を
行うことで、安心して外出で
きる環境づくりを進める。

◇タクシーの費用助成
を行うことで、外出負
担の軽減が図られるほ
か、移動手段の確保に
より社会参加の促進、
医療や健診へのアクセ
ス向上が期待できる。

取組内容

◆①から③に該当するママに対
し、タクシーを利用した費用を
助成
①多胎児をもつ妊産婦　
②未熟児養育医療対象児をもつ
産婦　
③未就学児を２人以上もつ妊
婦、または未就学児を３人以上
もつ産婦

.

達
成



0～29%

0～29%

工程 一部実施⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆令和８年度の解体工事及び
新築工事の着工に向けて、基
本設計及び実施設計を行っ
た。

達成状況 順調

工程 検討・準備⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆設計の実施に向けた調査・
研究を行った。

達成状況 順調

№ 15 担当課 　保育課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

北
美
保
育
園
を
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

北美保育園をリ
ニューアル。こども
誰でも通園制度や医
療的ケア児など、多
様なニーズに対応し
ます。

令和１０年度のリニューアル
オープンに向けて、基本設
計、及び旧園舎の解体、新築
工事を実施する。

◇北美保育園を新園舎
とすることで、多様な
保育ニーズに対応で

き、宗岡地区の保育環
境の向上を図ることが

できる。

取組内容

◆基本設計
◆実施設計

◆解体工事
◆新築工事

◆新築工事 ◆再開園

№ 16 担当課 　子ども支援課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

志
木
地
区
に
お
け
る
児
童
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
推
進

子どもたちがのびの
びと活動できる居場
所を。志木地区にお
ける児童センターの
整備を推進します。

すべての子どもたちが自分ら
しくいることができ、子育て
世代の相談の場や、見守りの
拠点となる児童センターの整
備を推進する。

◇子ども同士の交流機
会を提供することで、
健全育成を進めるとと
もに、配慮が必要な子
ども・家庭への対応を
行うことができる施設
が増えることにより、
児童虐待の防止、早期
発見、援助が必要な家
庭への支援につなが

る。

取組内容

◆整備に係る調整 ◆設計の実施 ◆設計の実施 ◆工事の準備



80～99%

30～59%

工程 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆水遊びができる噴水エリア
の改修工事を実施した。

達成状況 順調

工程 実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆チャレンジショップ１号店
が令和7年4月12日、２号店
が令和7年8月30日にオープ
ンした。
◆チャレンジショップ１号
店・２号店の開設・運営費用
に対する補助を行った。

達成状況 順調

№ 17 担当課 　都市計画課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

か
す
み
児
童
公
園
に
楽
し
く
水
遊
び
が
で
き
る

噴
水
エ
リ
ア
を
設
置

子どもの遊び場の充
実へ。かすみ児童公
園に楽しく水遊びが
できる噴水エリアを
設置します。

令和８年度のリニューアル
オープンに向けて、改修工事
を実施する。

◇楽しく水遊びができ
る噴水エリアが提供で

きる。

取組内容

◆改修工事 ◆リニューアルオープン

№ 18 担当課 　産業観光課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

空
き
店
舗
を
活
用
し
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
を
展
開

起業を支援し、市内
経済の活性化へ。空
き店舗を活用し、起
業の第一歩となる
「チャレンジショッ
プ」を展開します。

飲食や物品販売など、さまざ
まな事業者が本市での開店・
開業を目指して出店してもら
い、商業の活性化や空き店舗
の解消につなげる。

◇中心市街地エリアを
にぎわいの創出につな
げるとともに、空き店
舗の解消にもつなげる

ことができる。

取組内容

◆チャレンジショップ２号店
のオープン
◆チャレンジショップ１号
店・２号店への運営支援

◆チャレンジスペースのオー
プン
◆チャレンジショップ１号
店・２号店、チャレンジス
ペースへの運営支援



0～29%

30～59%

工程 一部実施⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆基本設計が完了した。
◆障がい者団体及び利活用団体
とのワークショップを実施し
た。
◆関係者との調整を実施した。
◆志木市商工会青年部の企画提
案によるペデストリアンデッキ
を活用した「SHIKI　OHANA　
FES」などの開催を支援した。

達成状況 順調

工程 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

♦建設工事を着工した。

達成状況 順調

№ 19 担当課 ◎道路課　産業観光課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
ワ
ク
ワ
ク
す
る
空
間
へ
と

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

志木駅前をにぎわい
あふれる空間へ。ペ
デストリアンデッキ
をワクワクする空間
へとリニューアルし
ます。

改修工事にあわせ、ペデスト
リアンデッキを新たなにぎわ
いの創出となるような憩い・
交流の場とし、中心市街地へ
の人の誘導を行う。

◇市の玄関口であるペ
デストリアンデッキに
おいて事業を実施する
ことで、中心市街地エ
リアへのにぎわいの創
出につなげることがで

きる。

取組内容

◆基本設計
◆障がい者団体及び利活用団
体とのワークショップ
◆ペデストリアンデッキを活
用したイベントを実施する団
体等を支援

◆実施設計
◆ペデストリアンデッキを活
用したイベントを実施する団
体等を支援

◆関係者との調整 ◆改修工事着工

№ 20 担当課 　生涯学習課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

埋
蔵
文
化
財
保
管
セ
ン
タ
ー
と
郷
土
資
料
館
を

複
合
化

郷土に誇りを。埋蔵
文化財保管センター
と郷土資料館を複合
化し、歴史を身近に
感じられる施設とし
てリニューアルしま
す。

令和８年１０月の供用開始に
向け、令和７年度に工事を着
工し、郷土資料の新たな収
蔵・展示・活用環境を整備す
る。

◇郷土資料を総合的に
保存活用する施設を整
備することにより、郷
土の歴史・文化に対す
る市民の理解と関心を
高めるとともに、貴重
な郷土資料を災害や散
逸等の脅威から保護

し、将来に渡って活用
可能な状態で継承する

ことができる。

取組内容

◆建設工事着工 ◆建設工事竣工
◆新施設開所、管理・運営
◆郷土資料館除却



0～29%

30～59%

工程 一部実施⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆秋ケ瀬スポーツセンター新
施設建設工事を着工した。
◆駐車場設置場所等の検討を
行った。
◆ドッグラン設置場所、管
理・運営方法等の検討を行っ
た。
◆ＢＢＱスペースの試行を
行った。

達成状況 順調

工程 検討・準備⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆設計見直しに向け、ECI事業
者募集のための仕様書、募集
要項を作成し、募集を行い、
ECI事業者を決定し、業務委託
契約を締結した。

達成状況 順調

№ 21 担当課 ◎生涯学習課　都市計画課　環境推進課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

秋
ケ
瀬
運
動
場
を
も
っ
と
楽
し
め
る
空
間
に
整
備

秋ケ瀬運動場をもっ
と楽しめる空間に。
スポーツセンターを
建て替え、ドッグラ
ンやＢＢＱスペース
を整備します。

スポーツ振興と地域コミュニ
ティの拠点となる秋ケ瀬ス
ポーツセンターについて、令
和９年度中のリニューアル
オープンを目指すとともに、
秋ケ瀬運動場施設に市民ニー
ズの高いドッグランやBBQ
スペース等を開設する。

◇秋ケ瀬運動場がより
一層魅力的な施設とな
ることにより、市民が
スポーツ等に親しむ機
会のさらなる充実を図

ることができる。

取組内容

◆秋ケ瀬スポーツセンター新
施設建設工事着工
◆駐車場設置場所等の検討
◆ドッグラン設置場所、管
理・運営方法等の検討
◆ＢＢＱスペースの試行

◆秋ケ瀬スポーツセンター新
施設指定管理者の決定
◆駐車場の設計
◆ドッグラン設計
◆ＢＢＱスペースの試行

◆秋ケ瀬スポーツセンター新
施設建設工事竣工、オープン
◆駐車場整備
◆ドッグラン整備
◆ＢＢＱスペースの実施

◆秋ケ瀬スポーツセンター新
施設管理・運営
◆駐車場オープン
◆ドッグランオープン

№ 22 担当課 　新複合施設建設推進室

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

市
民
会
館
と
市
民
体
育
館
の

新
複
合
施
設
の
整
備
を
推
進

文化・スポーツ拠点
の再整備へ。市民会
館と市民体育館の新
複合施設について、
令和８年度に事業候
補者を選定します。

令和７年度に事業者（事業候
補者）を選定し、令和８年度
にECI方式による設計の見直
しを行い、令和9年度には工
事の着工を目指す。

◇老朽化し、耐震性能
が不足している市民会
館（解体済み）と市民
体育館を市民会館用地
に複合化して建設する
ことで、文化・スポー
ツ等の市民活動拠点を

確保できる。

取組内容

◆仕様書、募集要項等の作成
◆公募
◆ECI事業者選定

◆設計内容の見直し ◆工事着工



100%

30～59%

工程 実施⇒

取組実績

◆新たな目玉イベント「シキリラ」
の開催に向け、「後世に残る志木市
の目玉イベント実行委員会」による
企画・検討を行った。
◆第１回シキリラを１０月２５日
（土）に開催し、約6,500人が来
場した。
◆第18回志木市民花火大会を令和
７年11月22日（土）に開催し、約
20,000人が来場した。

達成状況 達成

工程 一部実施⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

♦配布事業者を選定し、広報
しきを令和8年2月より全戸配
布を開始した。
♦防犯灯直営化の先進事例を
洗い出しを行った。
◆防犯灯直営化先進事例の自
治体へのヒアリングを行っ
た。

達成状況 順調

№ 23 担当課 ◎市民活動推進課　産業観光課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

い
ろ
は
親
水
公
園
で
の
新
た
な
目
玉
イ
ベ
ン
ト
や
、

１
０
年
ぶ
り
の
花
火
大
会
を
開
催

みんなで楽しめる時
間と空間を。いろは
親水公園での新たな
目玉イベントや、１
０年ぶりの花火大会
を開催します。

コミュニティのさらなる醸成
と、郷土・志木の魅力の再発
見を目的に、市民と職員から
組織されたそれぞれの実施主
体において、市民力を生かし
た魅力あるイベント内容を検
討し、シキリラ及び、花火大
会を開催する。

◇シキリラ、花火大会
を開催することで、本
市の地域資源を活用

し、にぎわいを創出す
るとともに、その魅力
を全国に発信できる。

取組内容

◆実行委員会による企画・検
討
◆シキリラの開催
◆第１８回志木市民花火大会
開催

№ 24 担当課 ◎市民活動推進課　市政情報課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

広
報
し
き
の
配
布
方
法
や
、

防
犯
灯
の
管
理
方
法
の
見
直
し
を
実
施

町内会活動を支援。
広報しきの配布方法
や、防犯灯の管理方
法を見直し、町内会
の負担軽減を図りま
す。

配布事業者による広報しきの
全戸配布を実現するととも
に、防犯灯設置・管理の直営
化に向けて、防犯灯移管に係
る手順等の整理や町内会の意
向確認、移管後の防犯灯設
置・管理基準等を整備する。

◇配布事業者による広
報しき全戸配布の実施
により、これまで配布
を担っていた町内会の
負担軽減につながると
ともに、市民の市政情
報へのさらなるアクセ
ス性の向上につなが

る。

◇防犯灯の設置工事や
電気料金の支払い、市
への防犯灯電気料金補
助金申請事務等の町内
会活動の負担軽減につ
ながるとともに、町内
会に対する当該補助金
の審査・支給事務の減
少による事務の省力化
を図ることができる。

取組内容

◆配布事業者の選定及び広報
しき全戸配布の実施
◆防犯灯直営化の先進事例の
洗い出し
◆防犯灯直営化先進事例自治
体へのヒアリング

◆配布事業者による広報しき
全戸配布の実施
◆防犯灯直営化先進自治体へ
のヒアリング
◆防犯灯移管手順等の検討

◆配布事業者による広報しき
全戸配布の実施
◆防犯灯移管に係る町内会の
意向確認
◆防犯灯設置・管理基準等の
運用の検討

◆配布事業者による広報しき
全戸配布の実施
◆防犯灯設置・管理基準等の
整備
◆防犯灯移管受付

達
成



0～29%

30～59%

工程 検討・準備⇒ 検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

♦警察署に対し、現在設置し
ている防犯カメラの映像提供
の効果検証を行った。
♦市内の犯罪発生状況一覧を
警察署から受領し、設置場所
の検討を行った。

達成状況 順調

工程 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆関係機関と協議を行いなが
ら、市道1342号線他1 路線
において、総延長1,380mの
歩道改修を実施した。

達成状況 順調

№ 25 担当課 　市民活動推進課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

市
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
２
０
０
台
に
増
設

「犯罪に強いまち志
木」をさらに推進。
市内の防犯カメラを
２００台に増設しま
す。

警察と連携を図り、犯罪抑止
により効果的な設置場所の選
定等を行い、防犯カメラを３
０台増設する。

◇防犯カメラを増設す
ることで、「犯罪に強
いまち志木」として、
さらなる犯罪の抑止や
早期解決を図ることが
できるとともに市民が
より安全に安心して暮
らすことができる。

取組内容

◆警察との協議
◆設置場所の検討

◆設置場所の選定
◆設計

◆設置工事（１５台）
◆防犯カメラ運用開始
◆設計

◆設置工事（１５台）
◆防犯カメラ運用開始

№ 26 担当課 　道路課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

志
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
歩
道
の
段
差
や

根
上
が
り
を
解
消
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
さ
ら
に
推
進

歩道を快適に。高齢
化の進む志木ニュー
タウンの歩道の段差
や根上がりを解消
し、バリアフリー化
をさらに進めます。

歩道快適化計画に基づき誰も
が安心して歩きやすい歩道に
更新する。

◇誰もが安心して歩き
やすい歩道に更新され

る。

取組内容

◆計画に基づく歩道改修 ◆計画に基づく歩道改修 ◆計画に基づく歩道改修



0～29%

0～29%

工程 検討・準備⇒ 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆管路施設耐震診断、管路状
況等評価、耐震化・更新手法
検討を含む上下水道耐震化計
画を改定した。
◆急所施設の更新に係る実施
設計に着手した。（水道管）
◆重要施設・急所施設の耐震
化の検討を行った。

◆急所施設の更新に係る実施
設計を行った。（水道管）

達成状況 順調

工程 検討・準備⇒ 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆調査路線計画を策定した。

達成状況 順調

№ 27-a 担当課 ◎水道施設課　下水道施設課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

上
下
水
道
管
の
更
新
・
耐
震
化
を
加
速

上下水道の安全確保
を徹底。上下水道管
の更新・耐震化を加
速します。

災害に強く持続可能な上下水
道システムの構築に向け、被
災すると極めて大きな影響を
及ぼす急所施設のうち1か所
の更新と、避難所等の重要施
設のうち１か所の耐震化を推
進する。  

◇災害に強く持続可能
な上下水道システムの

構築に繋がる。

取組内容

◆上下水道耐震化計画の改定
◆急所施設の更新に係る実施
設計（水道管）
◆急所施設・重要施設の耐震
化の検討

◆急所施設の更新に係る実施
設計（水道管）
◆急所施設の更新に係る工事
の着手（水道管）
◆重要施設の耐震化に係る実
施設計（下水道管）

◆急所施設の更新に係る工事
（水道管）
◆重要施設の耐震化に係る工
事（下水道管）
◆重要施設の更新に係る実施
設計（水道管）

◆重要施設の更新に係る工事
（水道管）

№ 27-b 担当課 　道路課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

道
路
の
陥
没
を
予
防
す
る
た
め
の

路
面
下
空
洞
調
査
を
強
化

上下水道の安全確保
を徹底。道路の陥没
を予防するための路
面下空洞調査を強化
します。

今までに行っている緊急輸送
道路等に加え埋設後５０年以
上経過している下水道管があ
る市道、約２０ｋｍの平準化
計画を策定し、空洞調査を行
う。

◇道路での路面陥没に
よる事故を未然に防止
し、安全かつ円滑な通
行を確保することがで

きる。

取組内容

◆調査路線計画の策定 ◆計画に基づく路面下空洞調
査

◆計画に基づく路面下空洞調
査

◆計画に基づく路面下空洞調
査



0～29%

0～29%

工程 検討・準備⇒ 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆雨水浸透井戸の設置場所や
集水等の検討を実施した。
◆地質調査を実施した。
◆内水ハザードマップの作
製・公表をした。

達成状況 順調

工程 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆国及び県へ早期完成の働き
かけを行った。

達成状況 順調

№ 28 担当課 ◎道路課　下水道施設課　

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

さ
ら
な
る
内
水
対
策
の
た
め
、

雨
水
貯
留
施
設
や
雨
水
浸
透
井
戸
を
設
置

館地域、柏町地域の
冠水対策を強化。雨
水貯留施設や雨水浸
透井戸を設置し、さ
らなる内水対策を講
じます。

過去に大雨による浸水や冠水
の被害が発生した地域の雨水
を抑制する。

◇内水被害の軽減を図
るため、貯留施設や浸
透施設を設け、内水被

害が抑制される。

取組内容

◆雨水浸透井戸設置検討
◆地質調査
◆内水ハザードマップの作製

◆雨水浸透井戸設置工事
◆水害対策基本設計業務
◆雨水管理総合計画の策定

◆雨水貯留施設等実施設計 ◆雨水貯留施設等工事

№ 29 担当課 ◎道路課　防災危機管理課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

荒
川
第
二
・
三
調
節
池
、
水
谷
調
節
池
の
早
期
整

備
の
国
・
県
へ
の
働
き
か
け

市内の浸水被害抑制
へ。荒川第二・三調
整池、水谷調整池の
早期整備を働きかけ
ます。

荒川流域の安全・安心の向上
を図る。

◇「荒川第二・三調節
池」及び「水谷調節

池」の着実な整備が促
進され、破堤・氾濫等
の被害が抑制される。

取組内容

◆国及び県への早期完成に向
けた働きかけ

◆国及び県への早期完成に向
けた働きかけ

◆国への早期完成に向けた働
きかけ

◆国への早期完成に向けた働
きかけ



100%

100%

工程 実施⇒

取組実績

♦令和７年１０月にシステム
設計・構築が完了し、事業周
知を含めたシステム体験会を
経て、令和８年２月に運用を
開始した。
♦登録数（3/31時点）
登録人数：125人
登録件数：211件

達成状況 達成

工程 実施⇒

取組実績

◆簡易ベッドは令和７年８月
に市内の備蓄倉庫に１,３００
台納品した。
◆トイレトラックを令和８年
１月に導入した。
◆訓練・催事での活用といっ
た運用方法の検討を行った。

達成状況 達成

№ 30 担当課 　防災危機管理課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

避
難
情
報
を
電
話
に
よ
り
直
接
伝
え
る

災
害
時
自
動
架
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入

災害時の情報発信を
強化。避難情報を電
話により直接伝える
災害時自動架電シス
テムを導入します。

高齢者等が使い慣れた電話を
活用して避難情報を取得でき
る自動架電システムを設計・
構築し、避難情報の入手を容
易にする。また、体験会等を
通じて事業の周知や登録者の
募集を行う。

◇デジタル機器で避難
情報を受け取ることが
困難な市民に対して、
市からプッシュ型で迅
速な避難の呼びかけを
行うことで、避難情報
を取得できなかったこ
とによる逃げ遅れを防

ぐことができる。

取組内容

◆システム設計・構築
◆事業周知
◆運用開始

.

№ 31 担当課 　防災危機管理課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

新
た
に
１
３
０
０
台
の
簡
易
ベ
ッ
ド
を
整
備
し
、

災
害
用
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
を
導
入

避難所の生活環境を
向上。新たに１,３０
０台の簡易ベッドを
整備し、災害用トイ
レトラックを導入し
ます。

簡易ベッド及び災害用トイレ
トラックを整備する。

◇早期に避難所へ設置
することにより、避難
所の生活環境悪化を防
止し、避難者の心身の
ストレス軽減を図るこ

とができる。

取組内容

◆簡易ベッド納品
◆トイレトラックの導入
◆運用方法の検討

達
成

達
成



100%

0～29%

工程 実施⇒

取組実績

◆システム改修を行った。
◆国の物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金を活用
し、７月から１２月までの６
か月間、水道基本料金の半額
減免を行った。その後、同交
付金の追加を受けて1月から2
月までの２か月間、水道基本
料金の半額減免を延長した。
◆検針票、広報しき、ホーム
ページを活用し、広報活動を
行った。

達成状況 達成

工程 一部実施⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆基本計画策定作業を行っ
た。
◆民間活力導入可能性調査を
実施した。

達成状況 順調

№ 32 担当課 　上下水道総務課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

令
和
７
年
度
の
水
道
基
本
料
金
を

６
か
月
間
半
額
と
し
、
市
民
や
事
業
者
の
負
担
を
軽
減

物価高騰への対策。
令和７年度の水道基
本料金を６か月間半
額とし、市民や事業
者の負担を軽減しま
す。

市民や事業者の物価高騰に係
る負担軽減を図るため、令和
７年度の水道基本料金を６か
月間半額とする。

◇市内の全水道利用者
（一般家庭、事業者）
の物価高騰に係る負担

軽減につながる。

取組内容

◆システム改修
◆水道基本料金の６か月間半
額減免を実施
◆検針票、広報しき、ホーム
ページを活用した広報

.

№ 33 担当課 ◎政策推進課　環境推進課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

朝
霞
地
区
４
市
共
用
火
葬
場
の
整
備
を
推
進

高齢多死社会の到
来。火葬場利用の増
加を見据えて、朝霞
地区４市共用火葬場
の整備を推進しま
す。

朝霞地区４市共用火葬場の供
用開始に向けて、基本計画を
策定し、事業者を選定する。

◇広域による火葬場整
備により、効率的かつ
安定的な整備・管理運
営が可能になるととも
に、亡くなられた方と
の最後の別れの時間を
過ごす大切な空間を創
出し、公衆衛生その他
公共の福祉の向上を図

ることができる。

取組内容

◆基本計画策定作業
◆民間活力導入可能性調査実
施

◆用地地質調査実施
◆基本計画策定

◆事業者公募準備 ◆事業者選定

達
成



0～29%

100%

工程 検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆市内で開催されたイベント
や新規職員採用募集にかかる
動画など１８本を作成し、発
信した。
◆動画撮影・作成に必要な有
料動画編集アプリや機材等の
研究・検討も実施した。

◆ショート動画：有料動画編
集アプリを導入した。
◆情報発信をより一層強化す
るため、その企画立案の中心
的機能を担う「シティプロ
モーション推進室」を新たに
設置した。

達成状況 順調

工程 実施⇒

取組実績

◆電子申請システムにオンラ
イン決済機能を追加した。
オンライン決済可能な申請・
届出:全17種類

達成状況 達成

№ 34 担当課   市政情報課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

シ
ョ
ー
ト
動
画
な
ど
、
新
た
な
手
法
で

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

志木市のいいね！を
全国へ。ショート動
画など、新たな手法
でシティプロモー
ションを展開しま
す。

市内で開催されたイベントや
市内の見どころなどを収めた
動画を撮影・編集し、ショー
ト動画として市公式SNSで配
信する等、市内外へ志木市の
魅力を発信する。

◇ショート動画の配信
等を通して市内外に市
の魅力を積極的かつタ
イムリーに発信するこ
とで、選ばれ続ける志
木市の実現に向けた転
入者の増加や定住につ

なげる。

取組内容

◆動画撮影、作成、発信
◆有料編集アプリの研究・検
討
◆撮影に必要な機材の研究・
検討

◆動画撮影、作成、発信
◆新たなシティプロモーショ
ンの検討

◆動画撮影、作成、発信
◆新たなシティプロモーショ
ンの実施

◆動画撮影、作成、発信
◆新たなシティプロモーショ
ンの実施

№ 35-a 担当課 デジタル推進課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

電
子
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
を
導
入

もっと便利な市役所
に。電子申請のオン
ライン決済を導入し
ます。

電子申請の導入をさらに推進
するため、電子申請システム
にオンライン決済機能を追加
する。

◇オンライン決済に対
応した電子申請を増や
すことで、市役所に行
かなくていい仕組みづ
くりがさらに推進され

る。

取組内容

◆電子申請システムにオンラ
イン決済機能を追加

.

達
成



30～59%

工程 一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組実績

◆健康増進センターの窓口業務
をリスト化し、業務内容を共有
した。受付マニュアルを作成す
るなど、準備を行った。
◆子ども支援課及び健康増進セ
ンターにおいてオンライン相談
を試行した。
◆子育てワンストップ窓口の設
置に向け関係課と課題を共有し
た。

◆健康増進センターでのみ、
手続きの受付を行っていた各
申請や申込みについて、令和8
年4月1日より、子ども支援課
の窓口においても受付を開始
した。
◆令和8年4月より、オンライ
ン相談を開始した。

達成状況 順調

№ 35-b 担当課 ◎子ども支援課　健康増進センター　総合窓口課

取組事項 取組概要 目標 年　度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 取組における効果 達成状況

手
続
き
が
市
役
所
で
完
結
す
る

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
導
入

もっと便利な市役所
に。手続きが市役所
で完結する子育てワ
ンストップ窓口を導
入します。

子育て世帯の手続きに関する
利便性向上のため、ワンス
トップ窓口の設置はじめ、オ
ンライン相談の導入や、申請
書類の提出に係る受付窓口の
拡大を図る。

◇市役所で健康増進セ
ンターが所管する内容
の申請手続きができる
ことにより、利便性の

向上につながる。

◇相談方法の選択肢が
増えることにより、よ
り相談しやすい環境を
整えることができる。

◇子育て世帯が複数の
窓口を訪れることな

く、１か所の窓口で手
続きが完了すること

で、手続きに係る時間
の短縮や、利便性の向

上につながる。

取組内容

◆子ども支援課の窓口業務拡
大に向けた準備
◆オンライン相談の実施に向
けた準備
◆子育てワンストップ窓口の
設置に向けた準備

◆子ども支援課の窓口におい
て健康増進センター所管の申
請手続の受付の実施
◆オンライン相談の実施
◆子育てワンストップ窓口の
設置に向けた準備

◆子ども支援課の窓口におい
て健康増進センター所管の申
請手続の受付の実施
◆オンライン相談の実施
◆子育てワンストップ窓口の
開設


